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問題点および紹介医からの依頼 
胸部皮下に発生した骨外性骨肉腫に対し姑息的切除した犬における治療方針/予後に関するコンサルテーション 

 
 

柴犬、雄、16 歳 10 ヵ月齢 
 

 病 歴 
既往歴として⽪膚疾患があり、他院にて⾷事療法および薬物療法（コルチコステロイド、抗ヒスタミン薬、甲状

腺ホルモンなど）を実施していた。 
2018 年 11 ⽉ 27 ⽇に紹介医を受診時には、搔痒を伴う広汎性の丘疹、紅斑、脱⽑、鱗屑、痂疲、苔癬化および

⼀部にびらんなどの⽪疹を認めた。⽪膚科学検査では変性好中球および⾓質細胞などが検出され、⽪膚掻把試験は
陰性であった。⾎液検査では、貧⾎、ALP の⾼値、低コレステロール⾎症などが明らかとなった。 

⽪膚⽣検を実施した結果、病理組織学的には「表層性膿疱性⽪膚炎」および「付属器の増加を伴う表在性可能性
⽪膚炎」の所⾒が得られた。合わせて実施した細菌培養感受性試験の結果からセファレキシンの投与を⾏い、⽪膚
病変は⼀時的に改善傾向を⽰したが、その後悪化した。その後、抗菌薬の変更、甲状腺ホルモン製剤の投与および
プレドニゾロンの投与などを⾏っているが⽪膚病変は悪化傾向を⽰している。 
 

 ⽪疹のタイプと分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広汎性の丘疹、紅斑、脱毛、痂疲、苔癬化、色素沈着 

 

症 例 
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無断転用（複製、アップロード、掲載、引用など）はお控えください。 

症例の肉眼所見および細菌培養感受性試験に基づく抗菌薬の投与に対し反応していないことから非定型天疱瘡を

疑います。 
 天疱瘡の主な鑑別診断は膿疱を主体とする膿皮症です（Miller, 2013）。提出画像からは膿疱を確認することは

出来ませんが、病理組織検査結果から膿疱性皮膚炎の所見が得られているため、膿疱が存在していると考えられま

す。天疱瘡の診断には皮膚生検を行いますが、採材部位には intact な膿疱を含めることが必要です（Miller, 2013、
Rosenkrantz, 2004）。本症例においては採材部位の問題などから天疱瘡に特徴的な病理所見が得られていない可

能性が考えられます。以上の内容に基づき、適切な病理検査を実施した場合でも非定型天疱瘡では免疫染色を行わ

ない限り、診断できないこともしばしば経験します。Intact な膿疱が存在しているようであれば同部位より再度生

検を行い、免疫染色も併せて実施することにより診断が得られる可能性がありますが、病変は非常に重度ですので

非定型天疱瘡を疑って治療を開始してもよいと判断します。 
 天疱瘡の治療は免疫抑制療法であり、コルチコステロイドをはじめとする各種免疫抑制剤（アザチオプリン、ク

ロラムブシル、シクロスポリン）などを用いた報告があります。有害事象のリスクや経験を踏まえると、プレドニ

ゾロン（PSL：1-2 mg/kg/day）を投与し必要に応じてシクロスポリン（CyA：5 mg/kg, SID）を併用してくださ

い。すでに PSL は投与されているようですので、現時点でも改善が乏しい場合には 2 mg/kg/day まで増量し、CyA
を併用してください。本症例のようなケースではこれらの治療に対しても抵抗性である可能性が考えられます。治

療抵抗性である場合は免疫グロブリン製剤（ガンマガード：1 g/kg, 6-12 時間かけて投与）を検討してください

（Rosenkrantz, 2004）。 
ご不明な点がございましたらご連絡いただければと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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 提携A限定 15minutes コンサルテーション（リアルタイム遠隔相談）のご予約について 

リアルタイム遠隔相談（飼い主様の同席可）を希望さ

れる場合は、LINE登録のうえ、お申し込み下さい。

画像読影・皮膚疾患・総合内科などで、二次施設への

紹介が難しい場合に、最適なサービスです。 
●説明資料：https://drive.google.com/file/d/1vnY7kXnB27ameouL3Bu59V99v94_87Nv/view 

●説明動画：https://www.youtube.com/watch?v=rgxDk8XmUMY#video_1 

 コンサルテーション 
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https://drive.google.com/file/d/1vnY7kXnB27ameouL3Bu59V99v94_87Nv/view
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